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寒河江まつり フォトスケッチ

うまい！グルメフェスティバル（９月15日）さがえMEAT de MEET（９月14日）

ふるさと芸能まつり（９月16日）流鏑馬（９月15日・16日）

旭一流内楯獅子踊（９月16日） 臥龍太鼓　　（９月15日・16日）

第36回神輿の祭典（９月16日）
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｢

さ
く
ら
ん
ぼ
と
歴
史
が
育
む　

ス
マ

イ
ル
シ
テ
ィ　

寒
河
江
」
は
第
６
次
振

興
計
画
で
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
た

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
で
す
。
こ

の
「
歴
史
」
に
は
、
慈
恩
寺
を
は
じ
め
、

ふ
る
さ
と
寒
河
江
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
後
世
に
伝
え
な
が
ら
新

た
な
歴
史
を
育
ん
で
い
く
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
本
年
度
、
慈
恩
寺
振
興
課
を

新
設
し
、
慈
恩
寺
へ
の
理
解
を
深
め
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
本
堂
が

落
慶
（
ら
っ
け
い
）
し
て
今
年
で
４
０

０
年
と
な
る
慈
恩
寺
と
は
、
ど
ん
な
寺

院
な
の
で
し
ょ
う
か
。

国
の
平
穏
無
事
を
祈
る
寺
院

　

一
般
に
寺
院
と
い
え
ば
、
葬
儀
を
行

い
、
敷
地
内
に
は
本
堂
や
庫
裏
（
く
り)

、

お
墓
が
あ
る
寺
院
を
想
像
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
慈
恩
寺
は
そ
う
い

１
５
０
４
年
ま
で

は
寺
伝
に
よ
る

慈
恩
寺
略
年
表

 
慈
恩
寺
広
大
な
境
内
と

歴
史
的
価
値

特
集
　
「
歴
史
が
育
む
ま
ち
　
寒
河
江
」

っ
た
寺
院
と
は
違
い
、
葬
儀
は
行
わ
ず

に
国
の
平
穏
無
事
や
五
穀
豊
穣
、
除
災

招
福
な
ど
を
祈
願
す
る
寺
院
で
す
。

　

こ
の
祈
願
を
行
う
こ
と
を
法
会
（
ほ

う
え
）
と
い
い
、
慈
恩
寺
で
は
僧
侶
が

集
ま
っ
て
趣
旨
に
あ
っ
た
読
経
な
ど
を

行
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
本
堂
な
ど

で
年
に
58
回
の
法
会
が
行
わ
れ
て
い
た

と
の
記
録
が
あ
り
、
毎
年
５
月
５
日
に

本
堂
前
で
舞
楽
が
舞
わ
れ
る
一
切
経
会

も
法
会
の
一
つ
で
す
。
慈
恩
寺
は
国
家

安
泰
を
祈
る
寺
院
で
あ
り
、
古
く
か
ら

の
法
会
が
今
も
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
院
坊
と
広
大
な
境
内

　

慈
恩
寺
は
、
慈
恩
寺
と
い
う
名
の
建

物
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
境
内
を

含
め
た
全
体
を
い
い
ま
す
。

　

出
家
し
た
僧
や
山
伏
な
ど
が
生
活
す

る
建
物
を
院
坊
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の

院
坊
が
本
堂
を
囲
む
よ
う
に
た
く
さ
ん

あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
３
カ
院
48
坊
に

も
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
山
伏
が
修

行
す
る
修
験
場
が
山
中
に
あ
り
、
そ
れ

ら
を
含
め
た
広
大
な
範
囲
が
慈
恩
寺
の

境
内
で
し
た
。
慈
恩
寺
が
所
蔵
す
る
「
慈

恩
寺
一
山
絵
図
」
に
「
一
山
惣
境
内　

東

西
拾
町
余　

南
北
五
拾
町
余
」
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
一
町
を
お
よ
そ

１
０
９
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
、
直
線
距

離
で
東
西
は
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
、
南

北
は
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
が
境
内
の
範

囲
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
特
に
南
北
に
つ
い
て
は
、
今

の
慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
南
端
と

す
る
と
、
北
端
は
田
代
地
区
に
届
く
ほ

ど
で
、
こ
の
絵
図
が
描
か
れ
た
正
徳
６

年
（
１
７
１
６
）
に
は
、
す
で
に
相
当

の
広
さ
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

北
関
東
以
北
で
最
大
の
寺
領

　

寺
の
由
来
書
に
よ
れ
ば
、
神
亀
元
年

(

７
２
４
）
に
僧
・
行
基
が
こ
の
土
地
を

選
び
、
天
平
18
年
（
７
４
６
）
に
聖
武

天
皇
の
勅
命
で
開
山
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
天
仁
元
年
（
１
１
０
８
）
と
仁
平

元
年
（
１
１
５
１
）
に
は
、
鳥
羽
天
皇

が
仏
像
や
お
経
を
下
賜
（
か
し
）
し
て

お
堂
の
再
整
備
を
し
た
と
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
安
期
の
作
と
み
ら
れ
る
仏

像
の
他
に
証
拠
が
少
な
く
、
明
確
な
こ

と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

慈
恩
寺
の
存
在
が
確
実
に
な
る
の
は

平
安
末
期
で
す
。
宮
城
県
名
取
市
の
熊

野
新
宮
寺
に
あ
る
一
切
経
の
一
部
に
、

｢

出
羽
国
慈
恩
寺
」
な
ど
と
押
印
さ
れ
た

経
巻
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
約
５
千

巻
に
お
よ
ぶ
一
切
経
の
う
ち
１
３
０
巻

ほ
ど
が
慈
恩
寺
で
写
経
さ
れ
た
も
の
と

み
ら
れ
、
最
も
古
い
年
号
は
養
和
２
年

(

１
１
８
２
）
と
あ
り
ま
す
。
写
経
は
多

く
の
経
費
や
労
力
を
要
す
る
一
大
事
業

で
あ
り
、
こ
の
頃
の
慈
恩
寺
は
す
で
に

大
寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

文
治
５
年
（
１
１
８
９
）
に
大
江
氏

が
寒
河
江
荘
の
地
頭
と
な
り
、
慈
恩
寺

は
そ
の
支
援
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
時
代
に
作
ら
れ
た
薬
師
如
来

や
十
二
神
将
は
都
の
仏
師
に
よ
る
も
の

で
、
慈
恩
寺
が
当
時
、
す
で
に
非
常
に

力
の
あ
る
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
元
和
４

年
（
１
６
１
８
）
に
は
現
在
の
本
堂
が

完
成
し
、
寛
文
５
年
（
１
６
６
５
）
に

は
幕
府
か
ら
２
８
１
２
石
余
の
寺
領
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
北
関
東
以

北
の
寺
領
で
は
最
も
多
い
石
高
で
し
た
。

重
要
文
化
財
が
現
存
す
る
慈
恩
寺

　

慈
恩
寺
に
は
古
く
か
ら
の
仏
像
が
多

く
現
存
し
て
お
り
、
平
安
時
代
後
期
に

作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
木
造
釈
迦
（
し

ゃ
か
）
如
来
坐
像
お
よ
び
諸
尊
像
や
、

鎌
倉
時
代
後
期
に
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ

る
木
造
聖
徳
太
子
立
像
な
ど
、
10
を
超

え
る
仏
像
が
国
の
重
要
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
本
堂
は
４
０
０
年
前

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
様
に

国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
26
年
に
は
院
坊
屋
敷
地

や
修
験
場
を
含
め
た
旧
境
内
が
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
大
寺
院
で
あ
っ

た
慈
恩
寺
は
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
寺

院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
４
６
年　
　

 
開
山
。
聖
武
天
皇
の
勅

命
に
よ
り
寺
院
が
建
立

さ
れ
、
寒
江
山
大
慈
恩

律
寺
と
称
し
た

１
１
５
７
年　

火
災
で
本
堂
が
焼
失

１
１
６
０
年　

本
堂
が
再
建
さ
れ
る

１
１
８
５
年　

山
号
を
瑞
宝
山
と
す
る

１
２
９
６
年　

火
災
で
本
堂
が
焼
失

１
３
０
６
年　

本
堂
が
再
建
さ
れ
る

１
３
５
６
年　

 

火
災
が
起
こ
る
も
本
堂

と
釈
迦
堂
は
焼
け
残
る

１
５
０
４
年　

 

兵
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、

仏
閣
、
坊
舎
が
焼
亡
。

仮
本
堂
が
建
造
さ
れ
る

１
６
０
８
年　

三
重
塔
が
築
造
さ
れ
る

１
６
１
８
年　

本
堂
が
再
建
さ
れ
る

１
６
６
５
年　

 

江
戸
幕
府
か
ら
寺
領
高

２
８
１
２
石
余
が
認
め

ら
れ
る
（
北
関
東
以
北

で
最
高
の
石
高
）

１
８
２
３
年　

 

類
焼
に
よ
り
三
重
塔
が

焼
失

１
８
３
０
年　

三
重
塔
が
再
建
さ
れ
る

１
８
７
１
年　

 

明
治
政
府
か
ら
寺
領
を

没
収
さ
れ
る

１
９
５
２
年　

 

天
台
真
言
両
宗
慈
恩
寺

派
と
し
て
独
立

１
９
７
２
年　

 

慈
恩
宗
本
山
慈
恩
寺
と

し
て
独
立

本堂の北にある白山堂前で行われた

柴燈護摩会（さいとうごまえ）

「慈恩寺一山絵図」（広大な範囲が境内であった）
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　学びの里ＴＡＳＳＨＯは４月にオープンして以来、多くのお客さまにご利用い
ただいております。これまでご利用されたお客さまには、すでに来年度の予約を
される方も何組かいらっしゃいました。本当にありがとうございます。
　さて、10月の田代地区といえば、新米、柿、栗などさまざまありますが、田代

在住の私がイチオシするのはキノコです。例年、たしろ亭では原
木なめこや舞茸など約６種類のキノコをふんだんに使った「きの
こ御膳」を楽しんでいただいており、「春待ち御膳」や「たけのこ
御膳」とともに田代の伝統料理を求めて多くの方が訪れるイベン
トとなっています。今年は10月27日㈯・28日㈰の２日間開催（要
予約)。秋の味覚を堪能できる田代へぜひお越しください。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

宮崎 博規（兵庫県出身・46歳）

10月も中ごろを過ぎると、心の中ではそろそろ冬支度が始まります。昨年のこ
とをよく思い返し、今年は余裕を持って準備を進めていきたいと思います。

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

小中学校の場合

市立保育所の場合

　児童生徒が日常的に授業や生活を行う場所

である、普通教室への優先的な設置を計画し

ています。一般的な教室の場合、エアコン機

器は１つの教室に２台の設置を想定していま

すが、寒河江小学校や柴橋小学校のように各

教室の配置が仕切りのないオープンスペース

になっている場合は、冷房効果を確保する台

数の設置が必要になると考えています。

　また、小学校については学校施設全体の受

電容量を上げるための電気設備等の工事が必

要となります。なお、小中学校のいずれもエ

アコンの稼働

は来年の夏か

らを計画して

います。

　７カ所の市

立保育所（な

か保育所、同

みいずみ分園、みなみ保育所、しばはし保

育所、にしね保育所、しらいわ保育所、た

かまつ保育所）については、これまで、３

歳未満の子どもを対象とする保育室や、３

歳以上の子どもたちが集まってお昼寝をす

る遊戯室など、必要性の高さに応じて順次

エアコンの導入を進めてまいりました。

　現在、エアコンが設置されていない保育

室は７施設全体で16室ありますが、なか保

育所については来春に新築移転するため、

これを除いた６施設14室について、エアコ

ンを導入してまいります。

　平成30年第３回寒河江市議会定例会において一般会計の補正予算を始めとする議案が可決さ

れました。補正予算では、市内の全小中学校の普通教室や市立保育所の保育室にエアコン等を

設置するための整備事業費を盛り込みました。近年、暑さが厳しくなっている夏に向け、教育

と保育環境の整備を進めてまいります。

小中学校・市立保育所に

エアコンを導入します
　スマートフォンや携帯電話をいじったり、家事や
勉強、読書やテレビを見ていたり、パソコンに向か
って仕事をしていたりと、何かに集中していると、
無意識のうちに歯と歯をコツンと接触させてしまう
ことがあります。無意識ですから、本人は気付かず、
それが悪いことであるという認識がなく無症状であ
れば、長時間ずっと続いてしまいます。この状態が
ＴＣＨです。接触の仕方もさまざまで、１歯で触れ
る場合もありますし、また複数の歯で触れる場合も
あります。歯への接触は弱い力であっても、それが
持続し、日常生活の中で習慣化した状態になってし
まうと歯が圧迫され続け、知覚過敏、歯痛、かみ合
わせの違和感に繋がっていきます。「歯を離す」意識
に変えて行動することで歯を守ることができるので
す。かかりつけ、またはお近くの歯科医院にご相談
ください。

＝歯を守ることに気づくこと「ＴＣＨ｣＝
　歯の接触時間は１日20分以下という
ことをご存知ですか？ 歯が痛い、かみ
にくい原因は、上下歯列接触癖（ＴＣ
Ｈ）かもしれません。今回はＴＣＨの
お話です。

●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

歯っ！とする歯のおはなし 

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

高齢者ホッと情報

　　なにほいず？

　高齢者がボランティア活動や介護予防教室に参加
することで、生きがいや介護予防につながると期待
されることから、高齢者の健康づくり、生きがいづ
くりと社会参加を図るために市が行っている事業で
す。登録された対象者にポイントカードを交付し、
市内の社会福祉施設等でボランティア活動をしたり、
市が実施する介護予防教室等に参加した場合にポイ
ントが付与され、貯めたポイントを商品券と交換で
きる仕組みになっています。
　ボランティア活動の対象者は60歳以上の方で、施
設でのレクリエーション支援、お茶出し、食堂内の
配膳等の補助、利用者の話し相手、庭の草花の手入
れや草取り、演芸披露等の内容があります。介護予
防教室は65歳以上の方の参加活動が対象になります。
運動教室や認知症予防教室等、高齢者が健康で生き
生きとした生活を送ることができるよう多彩なプロ
グラムを企画していますので、積極的に参加してみ
ましょう。
●問合せ／市高齢者支援課介護福祉係
　☎86-2111内線621へ。

　元気高齢者づくりポイント制度とは？

　｢元気高齢者づくりポイント制度」ほいずはよ、
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特認校制度

「特認校制度」
豊かな自然に囲まれた

就学希望者募集
小学校で学んでみませんか

特
認
校
制
度
と
は

　

現
在
の
通
学
区
域
の
規
定
を
残
し
た

ま
ま
で
、
特
定
の
学
校
に
つ
い
て
、
通

学
区
域
に
関
係
な
く
、
就
学
を
認
め
る

制
度
で
す
。

特
認
校

●
醍
醐
小
学
校
（
平
成
30
年
４
月
～
）

●
幸
生
小
学
校
（
平
成
15
年
４
月
～
）

対
象
児
童
、
就
学
要
件

● 

対
象
児
童
／
寒
河
江
小
学
校
、
寒
河

江
中
部
小
学
校
、
南
部
小
学
校
、
西

根
小
学
校
、
柴
橋
小
学
校
の
来
年
度

入
学
予
定
者
、
お
よ
び
現
在
就
学
し

て
い
る
５
年
生
以
下
の
児
童
。

● 

就
学
要
件
／
①
市
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と
。
②
各
校
の
教
育
方
針
等
に

賛
同
し
、
学
校
の
教
育
活
動
お
よ
び

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
協
力
す
る
こ
と
。

※ 

就
学
期
間
は
、
基
本
的
に
は
入
学
（
転

学
）
か
ら
卒
業
ま
で
。
１
年
（
以
上
）

の
就
学
も
可
能
で
す
。

通
学
方
法

　

保
護
者
の
送
迎
が
原
則
で
す
。
Ｊ
Ｒ

羽
前
高
松
駅
か
ら
対
象
校
ま
で
の
区
間

は
、
市
が
配
車
す
る
タ
ク
シ
ー
等
の
利

用
が
可
能
で
す
。

中
学
校
へ
の
進
学

　

醍
醐
小
学
校
、
幸
生
小
学
校
の
児
童

と
同
じ
く
陵
西
中
学
校
へ
の
進
学
が
可

能
で
す
。

申
込
方
法

　

｢

特
認
入
学
（
転
入
学
）
申
請
書
」
に

記
入
の
上
、
11
月
30
日
㈮
ま
で
市
学
校

教
育
課
学
事
係
へ
提
出
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く)

。
申
請
書
は
市
学
校
教
育

課
、
お
よ
び
各
小
学
校
で
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
提
出
の
際
、
相
談
も
兼
ね
て
保

護
者
と
児
童
と
で
面
談
を
行
い
ま
す
。

学
校
内
を
見
学
希
望
の
方
は
各
校
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
問
合
せ
先

● 

手
続
き
に
関
す
る
問
合
せ
／
市
学
校

教
育
課
学
事
係
☎(

８
６)

２
１
１
１

　

内
線
447
へ
。

● 

教
育
内
容
に
関
す
る
問
合
せ
／
市
学

校
教
育
課
指
導
係
☎(

８
６)

２
１
１

１
内
線
443
へ
。

● 

学
校
見
学
に
関
す
る
問
合
せ
／
醍
醐

小
学
校
☎(

８
７)

１
０
２
３
、
幸
生

小
学
校
☎(

８
７)

１
１
２
７
へ
。

幸生小学校醍醐小学校

●霊峰葉山の山ふところに抱かれた豊かな自然環境の中で、伝統芸能の継承、水辺

　の楽校や友遊の森での活動、葉山登山など、地域と共に歩む学校づくりを行って

　います。

●｢幸生四季の学校」や「緑の少年団」など、体験活動を重視し、地域に発信してい

　ます。

●少人数学級・複式学級のよさを生かした、きめ細やかな教育活動を展開しています。

●自校炊飯の実施や作物栽培活動など、いのちを育む食育活動を行っています。

●本山慈恩寺学習や「日和田弥重郎花笠田植踊」伝承活動など、地域の歴史や文化にふれた学習活動を地域

　ぐるみで行っています。

●少人数学級のよさを生かした、きめ細やかな教育活動を展開しています。

●豊かな自然環境の中での教育活動を行っています。

●自校炊飯の実施や作物栽培活動など、いのちを育む食育活動を行っています。

●天然芝生の校庭での多様な運動や外遊びを奨励しています。

●小学校内に学童保育「だいごっ子クラブ」を設けて、放課後児童対策の充実を図っています。

幸
生
小
学
校

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢

わ
ら
っ
ぴ
」

旧道旧跡めぐり春の学校

葉山登山醍醐を学ぶ日

大黒舞芝生の校庭

しみ大根つくり日和田弥重郎花笠田植踊

ジャガイモ掘り里芋植え

クロスカントリー記録会秋の芋煮会
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さがえフォトスタジオ

　 　 Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ Ｉ Ｏ

「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や

　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｅ 　 　

市消防団消防操法大会 ＪＲ左沢線「お客さま感謝デー」

　８月26日、出場12チームが小型ポンプの操法技術を競
い、第２分団第２部（島）が優勝しました。

　８月26日、線路点検車両体験乗車や鉄道玩具遊び等、
鉄道を身近に体験できる催しが行われました。

駐日トルコ共和国特命全権大使御訪問記念プレート除幕式 さがえちぇり～マルシェ「お客様感謝デー」中学生が作って選んだ葉山大根料理を味わう給食会 第５回ドラゴンカヌー大会

　９月15日、トルコ共和国と本市の末永い友情を祈念し
たプレートがトルコ館に設置されました。

　８月26日、フローラ・ＳＡＧＡＥでＦＭラジオ番組の
公開録音が行われ、本市が全国に紹介されました。

　９月20日、葉山大根を使ったレシピの中から、中学生
が調理して選んだメニューが給食で提供されました。

　８月26日、グリバーさがえで、竜をかたどったカヌー
に最大12人が乗り込み、タイムを競いました。

　８月25日、市民福祉向上や健康増進に努められた方の表彰式や、木田

俊之さんによる「トーク＆コンサート」等が行われました。

市福祉と健康のまち大会

観光ぶどう園開園式 つや姫ヴィラージュかかし祭

　９月３日に開園した観光ぶどう園では、大粒種のぶど
う狩りを10月中旬まで楽しむことができます。

　９月８日、アグリランドに27体のユニークな手作りか
かしが展示され、コンクールが行われました。
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の ま ど生 涯
学 習

寒河江市美術館

今月の1冊

名誉館長ってどんな画家？

アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月

二
十
日
早
朝
、
深
い
霧
で
一
寸
先

も
見
え
な
い
寒
河
江
の
入
り
口
に
、

庄
内
軍
を
追
撃
す
る
薩
摩
軍
が
襲

い
か
か
り
、
町
に
火
を
か
け
た
。

し
か
し
、
庄
内
軍
は
昨
夜
の
う
ち

に
撤
退
し
て
お
り
、
寒
河
江
の
町

に
は
庄
内
鶴
ヶ
岡
を
目
指
す
桑
名

軍
（
三
重
県
）
二
百
名
余
が
本
願

寺
門
前
通
り
で
朝
食
の
準
備
中
で

あ
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
桑
名
軍
が
出

撃
し
て
新
宿
の
木
戸
を
か
た
め
、

八
田
子
の
高
台（

今
の
日
東
ベ
ス

ト
辺
り）

に
お
か
れ
た
薩
摩
軍
陣

地
に
銃
弾
を
浴
び
せ
た
。

　

や
が
て
兵
力
に
勝
る
薩
摩
軍
は

木
戸
を
破
り
、
反
撃
す
る
桑
名
軍

と
壮
絶
な
白
兵
戦
と
な
っ
た
。
桑

名
軍
は
し
だ
い
に
押
さ
れ
て
十
日

市
場
か
ら
道
場
小
路
を
経
て
上
町

方
面
に
後
退
し
た
。
桑
名
軍
兵
士

十
名
ほ
ど
が
戦
死
し
た
。

　

桑
名
軍
は
さ
ら
に
後
退
し
て
長

岡
山
に
陣
取
り
、
追
撃
す
る
薩
摩

軍
に
銃
弾
を
浴
び
せ
た
。
薩
摩
軍

も
深
い
霧
の
中
、
山
上
め
が
け
て

応
戦
し
た
。
こ
の
頃
、
米
沢
軍
も

薩
摩
軍
に
合
流
し
た
。
山
岸
の
人

た
ち
は
家
を
開
け
放
ち
、
田
ん
ぼ

に
避
難
し
た
。
よ
う
や
く
霧
が
晴

れ
た
午
前
十
時
頃
、
薩
摩
軍
が
山

上
の
代
官
所
付
属
舎
を
焼
い
た
。

午
後
二
時
頃
、
桑
名
軍
は
長
岡
山

を
下
り
、
八
鍬
を
通
り
陣
ヶ
峯
に

布
陣
し
た
。
霧
の
中
の
銃
撃
戦
で
、

桑
名
軍
兵
士
九
名
、
薩
摩
軍
兵
士

二
名
が
戦
死
し
た
。

　

陣
ヶ
峯
の
戦
い
も
熾
烈
を
極
め

た
。
左
沢
か
ら
駆
け
付
け
た
桑
名

藩
別
働
隊
や
庄
内
軍
も
合
流
し
て

桑
名
軍
は
意
気
盛
ん
と
な
り
、
臥

竜
橋
に
押
し
寄
せ
る
薩
摩
・
米
沢

軍
に
高
所
か
ら
銃
弾
を
浴
び
せ
た
。

薩
摩
軍
兵
士
十
名
ほ
ど
が
倒
れ
た
。

や
が
て
、
道
生
付
近
の
寒
河
江
川

を
渡
河
し
た
米
沢
軍
が
慈
恩
寺
の

民
家
を
焼
き
、
背
後
か
ら
陣
ヶ
峯

に
廻
り
桑
名
・
庄
内
軍
を
攻
撃
し

た
。
交
戦
二
時
間
余
、
敗
色
濃
い

桑
名
軍
は
幸
生
か
ら
肘
折
を
越
え

て
庄
内
に
撤
退
し
た
。

　

新
し
い
政
治
体
制
を
め
ぐ
り
、

一
年
あ
ま
り
旧
幕
府
軍
と
新
政
府

軍
が
闘
っ
た
戊
辰
戦
争
。
寒
河
江

戦
争
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。
桑

名
藩
士
の
墓
は
、
本
町
陽
春
院
（
フ

ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
の
東
側
）

に
あ
り
、
代
々
の
住
職
が
供
養
を

続
け
て
い
る
。
九
月
二
十
日
は
旧

暦
で
、
今
年
は
十
月
二
十
八
日
に

あ
た
る
。
見
知
ら
ぬ
土
地
で
落
命

し
た
兵
士
た
ち
の
最
後
を
思
う
。

百
五
十
年
前
の
寒
河
江
戦
争

Sagae Library

さがえライブラリー

五十回忌の回向（陽春院）

　

市
内
の
各
種
団
体
・
企
業
等
が

自
主
的
に
実
施
す
る
学
習
会
や
講

座
に
お
い
て
、
外
部
か
ら
講
師
を

招
く
場
合
に
、
そ
の
費
用
を
支
援

す
る
「
生
涯
学
習
支
援
事
業
」
。
各

種
サ
ー
ク
ル
の
学
習
会
や
公
民
館

の
事
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
業
な
ど
で

講
師
を
依
頼
す
る
際
に
活
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
事
業
／
生
涯
学
習
に
関
す

る
事
業
で
、
家
庭
教
育
・
親
子

の
ふ
れ
あ
い
に
関
す
る
も
の
、

各
種
団
体
の
自
己
啓
発
に
つ
な

が
る
も
の
、
芸
術
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
も
の
等

●
利
用
回
数
／
年
１
回

●
補
助
金
の
額
／
上
限
２
万
円

● 

申
請
／
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

　本市美術館の名誉館長である

郷間正観（ごうましょうかん）

氏のことをご存知でしょうか。

　郷間正観氏は、中国の伝統に

基づいた水墨画と日本画と西洋

画の技法を結びつけ、独自の画

風で美しい風景や動物を描く画

家です。海外にも展示収蔵され

ており、絵画だけでなく書や大

理石を使用した作品もあります。

　郷間正観名誉館長作品展を開

催しますので、その作品に触れ

てみてはいかがでしょうか。

９日㈫・22日㈪ 月の休館日

「
生
涯
学
習
支
援
事
業
」
申
請
受
付
中

　

市
美
術
館
開
館
10
周
年
を
記
念

し
、
郷
間
正
観
名
誉
館
長
の
作
品

展
お
よ
び
市
芸
術
文
化
協
議
会
創

立
50
周
年
記
念
事
業
と
の
合
同
に

よ
る
市
民
芸
術
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。
節
目
と
な
る
記
念
す
べ
き

年
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

郷
間
正
観
名
誉
館
長
作
品
展

　

代
表
作
か
ら
新
作
ま
で
80
点
以

上
の
作
品
（
干
支
の
連
作
12
点
や

大
理
石
の
作
品
等
）
と
長
年
収
集

市
美
術
館
開
館
10
周
年
記
念
事
業

郷
間
正
観
名
誉
館
長
作
品
展
・
市
民
芸
術
作
品
展

し
た
陶
磁
器
等
を
展
示
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
10
月
17
日
㈬
～
23
日
㈫

の
午
前
10
時
～
午
後
７
時

■ 

記
念
式
典
／
10
月
19
日
㈮
の
午

後
３
時

市
民
芸
術
作
品
展

　

地
元
で
活
躍
し
て
い
る
芸
術
団

体
や
作
家
に
よ
る
絵
画
・
書
道
・

華
道
・
盆
栽
・
俳
句
・
短
歌
・
陶

芸
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■ 
日
時
／
10
月
26
日
㈮
～
11
月
３

日
㈯
の
午
前
10
時
～
午
後
７
時

●
問
合
せ
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

入
選
標
語

「
大
丈
夫
？
」　

少
し
の
勇
気　

咲
く
笑
顔

陵
西
中
学
校
３
年　

阿
部　

葵　

さ
ん

幼児演劇教室
劇団エンゼルによるミュージカル

「ごんぎつね」

家庭教育電話相談「ふれあいほっとライン」のご案内
☎０２３－６３０－２８７６

　４・５歳児

を対象とした

幼児演劇教室

を開催します。

市内にお住ま

いの幼児や保

護者の方はも

ちろん、一般の方も鑑賞できますので、どうぞご

来場ください。

● 日時／10月17日㈬午前の部・午前10時10分～、

午後の部・午後１時10分～（70分程度)

●会場／市民文化会館

●入場券／４歳以上800円、文化センターで販売

●問合せ／市文化センター☎86-5111へ。

●対応日／毎週月曜日～金曜日の午前８時30分～午後５時15分。
　電子メール、ＦＡXは、毎日24時間受け付けています。
　Ｅ-mail：ｙｓｈｏｇaｋｕ＠ｐｒｅｆ．ｙamaｇaｔa．ｊｐ
　ＦＡX：023－630－2874
●問合せ／県教育庁文化財・生涯学習課生涯学習振興室
　☎023-630-3344へ。

世界最高の子育て

「全米最優秀女子高生」を育てた教育法
ボーク重子・著　

ダイヤモンド社・発行　

　著者のアメリカでの子育ては、これからの世界

で求められる真の思考力と一緒に強い心（社会情

緒的スキル、非認知能力）を育むことでした。

　著者は、子どもを観察し、子どもの声に耳を傾

け、子どもを知り、子どもの可能性を最大限に引

き出すための安全な環境作りを学び、実践しました。

　子育てに関心をお持ちの方にお薦めの一冊。

いっちゃん会 10／20㈯午後２時～３時

ムーミンママクラブ 10／28㈰午前11時～11時40分

図書館ボランティアチェリー

 10／16㈫・23㈫・30㈫の午前10時～11時30分

原爆写真展 10／８㈪まで

寒河江市役所お花愛好会花展 10／19㈮～21㈰

家づくり・部屋づくり 10／21㈰まで

身体によいこと始めよう！ 10／23㈫から

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー
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142018.10.5　市報さがえ15 2018.10.5　市報さがえ



S
A

G
A

E
 C

IT
Y
 IN

F
O

R
M

A
T
IO

N
お知らせSAGAE CITY INFORMATION

国
際
交
流
Ｔ
ｅ
ａ 

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ

　

市
内
在
住
の
外
国
人
の
方
々
と
、
韓
国
や

中
国
な
ど
５
カ
国
の
お
菓
子
や
お
茶
を
味
わ

い
、
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
交
流
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
10
月
13
日
(土)
午
後
２
時
～

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
市
国
際
交
流
協
会
（
市
企
画
創

成
課
政
策
調
整
係
内
）
☎(

８
６)

２
１
１

１
内
線
416
へ
。

市
婚
活
イ
ベ
ン
ト

ほ
し
ぞ
ら
結
婚
相
談
会

●
日
時
／
10
月
９
日
(火)
・
11
月
７
日
(水)
の
午

後
７
時
～
９
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男
女
、

ま
た
は
そ
の
家
族

●
申
込
／
市
婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
太

田
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
０)

８
９
８
８
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
「
い
も
煮
会

～
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
～｣

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
関
連
物
を
１
つ
着
用
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
10
月
19
日
(金)
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
柴
橋
地
区
公
民
館

ゆ
め
は
ー
と
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

■
日
時
／
10
月
31
日
(水)
午
前
10
時
30
分
～

チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
再
整
備
計
画

策
定
委
員
会
委
員
公
募

●
公
募
数
／
２
人

●
応
募
資
格
／
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

20
歳
以
上
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
再
整
備
計
画
策
定
ま
で

●
応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
10
月

19
日
(金)
ま
で
市
企
画
創
成
課
へ
郵
送
（
〒

991-

8601
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号)

、

電
子
メ
ー
ル
（se

isa
k
u
@

city.sa
g
a
e
.

ya
m

a
g
a
ta

.jp
)

、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
409
へ
。

市
職
員
採
用
試
験

(

平
成
31
年
度
採
用
予
定
）

●
試
験
区
分
／
看
護
師
（
保
育
所
勤
務
）
１
人

●
受
験
資
格
／
受
験
案
内
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
採
用
試
験
／[

１
次
試
験
］
11
月
４
日
(日)
午

前
９
時
～
（
会
場
・
市
役
所)

。[

２
次
試

験
］
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
、
12
月

中
旬
実
施
予
定
。

●
受
験
申
込
／
受
験
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

10
月
18
日
(木)
ま
で
市
総
務
課
へ
提
出
（
開

庁
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
。

郵
送
の
場
合
は
10
月
18
日
消
印
有
効)

。
用

紙
は
市
総
務
課
で
交
付
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
総
務
課
職
員
係
☎(

８
６)

２

１
１
１
内
線
405
へ
。

糖
尿
病
予
防
教
室
、

　

こ
こ
ろ
の
健
康
教
室

今
日
か
ら
始
め
る
糖
尿
病
予
防
「
日
常
生
活

の
注
意
点
」

■
日
時
／
10
月
18
日
(木)
午
後
２
時
～
３
時

■
対
象
／
健
康
診
査
等
で
血
糖
値
が
高
め
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

■
内
容
／
糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
話
と
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
教
室
「
ス
ト
レ
ス
と
の
う
ま

い
付
き
合
い
方
を
身
に
付
け
る
」

■
日
時
／
10
月
23
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
申
込
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に

高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
教
室

　

い
ず
れ
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
動
き
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

遊
び
に
お
い
で
よ

第
20
回
が
く
ど
う
ま
つ
り

●
日
時
／
10
月
13
日
(土)
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

●
会
場
／
西
根
公
園
（
雨
天
時
・
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
体
育
館
）

●
内
容
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
、
模
擬

店
、
バ
ザ
ー
等

●
問
合
せ
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
き
ら
き

ら
ク
ラ
ブ
☎(

８
５)

９
６
３
０
へ
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
８

in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
10
月
27
日
(土)
午
後
１
時
30
分
～
４

時
（
開
場
・
午
後
１
時
～
）

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
内
容
／
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
仮
装

コ
ン
テ
ス
ト
ほ
か

●
申
込
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
管
理
室

　

☎(

７
７)

６
３
３
０
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
220
・
221
回
公
演

謡
曲
、
民
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
10
月
14
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
喜
多
流
羽
謡
会
、
秀
菁
会

女
声
合
唱
、
ダ
ン
ス
、
剣
詩
舞
の
ス
テ
ー
ジ

花
の
山
形
！ 

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
体
操

■
日
時
／
10
月
29
日
(月)
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
30
人
程
度

■
内
容
／
花
笠
音
頭
に
合
わ
せ
た
体
操

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル

楽
し
く
脳
ト
レ
教
室

■
日
時
／
11
月
８
日
(木)
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
会
場
／
柴
橋
地
区
公
民
館

■
定
員
／
20
人
程
度

■
内
容
／
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
、
レ

　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
内
履
き

寒
河
江
市
民
歌
の
び
の
び
体
操
＆
ゴ
ム
体
操

■
日
時
／
11
月
12
日
(月)
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
30
人
程
度

■
内
容
／
市
民
歌
に
合
わ
せ
た
体
操
、
ゴ
ム

　

を
使
っ
た
体
操

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
お
持
ち
の

方
は
赤
い
ゴ
ム

●
申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

　

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
630
へ
。

元
気
の
源 

筋
肉
貯
筋
！

ら
く
ら
く
筋
力
ト
レ
教
室

　

市
が
委
託
す
る
筋
力
維
持
の
た
め
の
運
動

教
室
で
す
。

●
日
時
／
11
月
１
日
～
12
月
27
日
の
毎
週
木

曜
日
（
11
月
15
日
休
み)

、
全
８
回
、
午
後

１
時
～
２
時

お
知

ら
せ

■
日
時
／
10
月
21
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
す
ぎ
な
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
、
大
江
ふ
れ
あ
い
剣
詩
舞
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

菊
花
展

■
日
時
／
10
月
25
日
(木)
～
31
日
(水)
の
午
前
９

時
～
午
後
６
時

わ
ん
わ
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
日
時
／
10
月
28
日
(日)
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
内
容
／
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
徒
競
走
、
特
技
披
露

■
参
加
費
／
５
０
０
円

■
持
ち
物
／
ド
ッ
グ
ラ
ン
登
録
証

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　

☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

い
こ
い
の
森

世
代
交
流
も
み
じ
狩
り
と
鯉
釣
り
大
会

●
日
時
／
10
月
28
日
(日)
午
前
９
時
～
午
後
１
時

●
会
場
／
い
こ
い
の
森

●
定
員
／
１
０
０
人

●
内
容
／
遊
歩
道
散
策
、
そ
ば
打
ち
体
験
、

鯉
釣
り
大
会
（
道
具
は
参
加
者
持
参
で
リ

ー
ル
竿
禁
止
。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費
／
１
０
０
円

●
申
込
／
10
月
17
日
(水)
ま
で
、
い
こ
い
の
森

管
理
事
務
所
☎(

８
７)

５
１
５
１
へ
。

●
会
場
／
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
サ
ガ
エ

●
定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
元
気
な
方
、
20
人

●
参
加
費
／
４
千
円
（
８
回
分
）

●
申
込
／
サ
ガ
エ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

☎(

８
６)

１
１
８
７
へ
。

元
気
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

水
中
・
流
水
運
動
教
室

　

市
が
委
託
す
る
プ
ー
ル
で
の
運
動
教
室
で
す
。

●
日
時
／
11
月
７
日
～
12
月
26
日
の
毎
週
水

曜
日
、
全
８
回
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

●
会
場
／
グ
ー
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

●
定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
元
気
な
方
、
20
人
程
度

●
参
加
費
／
４
千
円
（
８
回
分
、
送
迎
は
別

途
料
金
が
必
要
で
す
）

●
申
込
／
グ
ー
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

☎(

８
６)

１
４
１
４
へ
。

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

●
日
時
／
10
月
21
日
(日)
午
前
９
時
～
（
受
付
・

８
時
30
分
～
、
予
備
日
・
10
月
28
日
(日)
）

●
会
場
／
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
種
別
／
中
学
・
一
般
（
各
男
女
別
）
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
個
人
戦
（
ダ
ブ

ル
ス
）

●
参
加
費
／
中
学
生
・
無
料
、
一
般
・
１
チ

ー
ム
千
円

●
申
込
／
10
月
12
日
(金)
ま
で
市
民
体
育
館

　

☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

● 問合せ／市税務課固定資産税係☎86-2111内線349へ。

基準地の所在（住居表示） 本年価格（円／㎡） 前年価格（円／㎡） 変動率（％）

山岸町２番２（山岸町９－43) 27,200 27,500 -1.1
本楯四丁目20番32 27,300 27,700 -1.4
大字島字島南399番12 24,100 24,200 -0.4
大字寒河江字塩水59番５ 43,000 43,000  0.0
南町二丁目33番５（南町２－２－16) 51,500 52,200 -1.3
高田三丁目130番１外１筆 35,500 35,600 -0.3
中央工業団地160番７外１筆 13,100 13,000  0.8
大字幸生字向山1647番６ 41,500（円／10アール) 42,000（円／10アール) -1.2

基準地の地価調査結果
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■次号の市報10月20日号は、10月19日㈮に発行します。

10月の行事予定
5 ㈮

第73回県美展・第60回こども県展寒河江移動展（～
８日）

6 ㈯ 住宅フェアinさがえ（～７日）

7 ㈰
市一周駅伝競走大会／休日当番医（にとう小児科
医院)／証明書交付窓口開庁（午前)

8 ㈪
市スポーツ・レクリエーション祭／休日当番医（平
野医院)

9 ㈫
市ドック（総合健診)／こころの健康相談／市立図
書館、南部・柴橋・西部地区公民館休館日

10 ㈬
行政相談／市ドック（総合健診)／食生活改善推進
員研修会

11 ㈭
ゆめはーと寒河江「わらべうたであそぼう｣／ふる
さと交流スペース／健康相談／市民浴場休場日

12 ㈮ ９～10カ月健診

13 ㈯
さがえちぇり～マルシェ朝市／動物愛護教室、猫
の新しい飼い主を探す会／国際交流Ｔｅa ｐaｒ
ｔｙ

14 ㈰ 休日当番医（三浦医院)／証明書交付窓口開庁（午前)

15 ㈪

16 ㈫
家族介護者交流会／法律相談／さがえ健康づくり
教室

17 ㈬ ゆめはーと寒河江「お誕生会｣／１歳６カ月児健診

18 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／糖尿病予防教室

19 ㈮
子育てサロン・エンジェル「いも煮会～ハロウィ
ーン～｣／離乳食後期教室・保健師育児相談・母乳
ミルク相談室

20 ㈯

21 ㈰
さがえ秋のうまいもの市／休日レディース検診／
休日当番医（あきば医院)／証明書交付窓口開庁（午
前)／ハートフルセンター休館日

22 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

23 ㈫
市ドック（総合健診)／こころの健康教室／中央公
民館休館日

24 ㈬
市ドック（総合健診)／レディース検診／３～４カ
月健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日／水道料金・
下水道浄化槽使用料（８月・９月分）口座振替日

25 ㈭
家族介護者交流会／ふるさと交流スペース／健康
相談

26 ㈮ ２歳児ピカピカ歯科検診

27 ㈯

28 ㈰
さがえちぇり～マルシェ／休日当番医（横山耳鼻
咽喉科医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

29 ㈪ 市ドック（総合健診)／レディース検診

30 ㈫ 市長相談／市ドック（総合健診）

31 ㈬

ゆめはーと寒河江「ゆめはーとのハロウィーンパ
ーティー｣／市県民税（３期)、国民健康保険税（４
期)、介護保険料（４期)、後期高齢者医療保険料

（４期）納期限／水道料金・下水道浄化槽使用料（８
月・９月分）納期限

11/1 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

2 ㈮
パパママスクール（ゆったり妊娠編）・祖父母学
級・産後ママのためのリフレッシュ講座

3 ㈯ 休日当番医（鈴木眼科）

4 ㈰
休日当番医（渡辺外科胃腸科医院)／証明書交付窓
口開庁（午前）

不用品登録制度（９月26日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■ あげます／座卓、水槽、剝製（キジ・亀)、習字

道具
■ 譲ります／二段ベッド、いす、座卓、小型マッ

サージ器、ヘッドホン、カーステレオ、車用ハ
ンディークリーナー、オーブンレンジ、ローリ

　ータンク
■ 譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット、折

り畳み自転車

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■ 譲ります／ベビーベッド、子ども服、山形城北

高等学校男子制服、ながさき幼稚園運動着・通
園かばん、ランドセル（黒)、絵の具、習字道具、
リコーダー、鍵盤ハーモニカ、筆記用具、画用
紙、野球ユニホーム、スキーウエア、おひなさま

●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
案
内

寒
河
江
市
の
歴
史
・
史
跡
研
修
会
（
寒
河
江

西
部
地
区
編
）

●
日
時
／
10
月
25
日
(木)
午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
／
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

●
施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円
、
１
日
３

０
０
円

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

●
申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(
８
７)

　

１
３
２
８
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

催
し
・
講
習
会
案
内

さ
が
え
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
２
０
１
８

■
日
時
／
10
月
19
日
(金)
・
20
日
(土)
の
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
）

■
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
１
階

■
内
容
／
盆
栽
・
写
真
・
生
け
花
等
展
示
、

折
り
紙
・
押
し
花
等
体
験
型
教
室
、
花
の

苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
各
日
50
人
）
ほ
か

雪
囲
い
講
習
会

■
日
時
／
10
月
25
日
(木)
午
後
１
時
30
分
～
４

時
（
雨
天
順
延
）

■
会
場
／
市
役
所
庭
園

■
対
象
／
原
則
60
歳
以
上
の
市
民

介
護
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

■
日
時
／
10
月
30
日
(火)
～
11
日
１
日
(木)
、
全

３
回
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

■
定
員
／
60
歳
以
上
の
方
、
10
人
（
応
募
多

数
の
際
は
抽
選
）

■
申
込
期
限
／
10
月
22
日
(月)

●
申
込
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

市
技
術
振
興
協
会

２
０
１
８
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
／
10
月
25
日
(木)
午
後
３
時
30
分
～

●
会
場
／
ホ
テ
ル
サ
ン
チ
ェ
リ
ー

●
内
容
／
講
演
「
混
沌
（
こ
ん
と
ん
）
の
世

界
に
あ
っ
て
日
本
企
業
の
進
む
べ
き
道
」

(

講
師
・
愛
知
淑
徳
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長

真
田
幸
光
氏
）

●
申
込
／
市
技
術
振
興
協
会
☎(

８
６)

１
９

９
１
へ
。

コ
ド
モ
モ
シ
ゴ
ト

ボ
ク
ノ
マ
チ
ク
エ
ス
ト

●
日
時
／
11
月
４
日
(日)
午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時
（
受
付
・
午
前
９
時
～
11
時
）

●
会
場
／
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え

●
定
員
／
５
歳
～
12
歳
の
方
、
５
０
０
人
（
小

学
３
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費
／
５
０
０
円

●
問
合
せ
／
市
商
工
会
青
年
部
☎(

８
６)

１

２
１
１
へ
。

自
衛
官
募
集
説
明
会

●
日
時
／
10
月
12
日
(金)
午
後
４
時
～
７
時

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
募
集
種
目
／[

自
衛
官
候
補
生
］
対
象
・
18

歳
以
上
27
歳
未
満
、
受
付
・
11
月
９
日
(金)

ま
で
。[

高
等
工
科
学
校
生
徒
］
対
象
・
中

学
校
卒
業
（
見
込
み
）
以
上
17
歳
未
満
、

受
付
・
平
成
31
年
１
月
７
日
(月)
ま
で

●
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
☎
０

２
３(

６
３
４)

３
４
３
９
へ
。

寒
河
江
混
声
合
唱
団

　

第
27
回
定
期
演
奏
会

●
日
時
／
10
月
21
日
(日)
午
後
２
時
～
（
開
場
・

午
後
１
時
30
分
～
）

●
会
場
／
市
民
文
化
会
館

●
入
場
料
／
一
般
５
０
０
円
（
チ
ケ
ッ
ト
販

売
・
サ
ト
ー
お
ん
が
く
館
、
松
田
書
店)

、

　

高
校
生
以
下
無
料

●
問
合
せ
／
寒
河
江
混
声
合
唱
団
・
後
藤
さ

ん
☎
０
９
０(

９
６
３
７)

５
１
０
４
へ
。

世
界
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
８

●
日
時
／
10
月
28
日
(日)
午
後
３
時
～
５
時
30

分
（
開
場
・
午
後
２
時
30
分
～
）

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料
／
７
０
０
円
（
前
売
り
券
・
５
０

０
円
、
販
売
・
サ
ト
ー
お
ん
が
く
館
ほ
か
）

●
問
合
せ
／
実
行
委
員
会
・
安
孫
子
さ
ん

　

☎
０
９
０(

４
０
４
９)
３
９
０
６
へ
。

モ
ウ
モ
ウ
す
き
焼
き
と
り
ん
ご
畑
で

愛
農
結(

あ
い
の
う
ゆ
う)

●
日
時
／
11
月
10
日
(土)
午
前
11
時
30
分
～
午

後
５
時

●
会
場
／
西
川
町
、
寒
河
江
市

●
定
員
／
西
村
山
地
域
在
住
で
農
家
世
帯
の

独
身
男
性
12
人
、
西
村
山
の
地
域
と
農
業

を
応
援
し
て
く
れ
る
独
身
女
性
12
人

●
内
容
／
食
事
等
交
流
会
、
リ
ン
ゴ
収
穫
体
験

●
参
加
費
／
男
性
３
千
円
、
女
性
千
円

●
申
込
／
10
月
31
日
(水)
ま
で
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西

村
山
あ
ぐ
り
ん
・
夢
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
局
☎(

８
６)

８
１
８
１
へ
。

10月13日（土）
６:30～７:30
寒河江駅前
みこし公園

● 問合せ／市
　商工推進課
　☎86-2111内
　線421へ。

さがえちぇり～

マルシェ朝市

がん検診50％達成に向けた集中キャンペーン月間

●がんにならないための生活習慣「がんを防ぐための新12カ条｣

　　　　　　　　　　　　　　（財団法人がん研究振興財団）

　 ①たばこは吸わない、②他人のたばこの煙を避ける、③お酒

はほどほどに、④バランスのとれた食生活を、⑤塩辛い食品

は控えめに、⑥野菜や果物は不足にならないように、⑦適度

に運動、⑧適切な体重維持、⑨ウイルスや細菌の感染予防と

治療、⑩定期的ながん検診を、⑪身体の異常に気が付いたら

すぐに受診を、⑫正しい情報でがんを知ることから

●問合せ／市健康福祉課市民健康係☎86-2111内線625へ。

10月は健康づくりに取り組みましょう

　この最低賃金は、県内で働く全
ての労働者に適用されます。

●問合せ／山形労働局賃金室☎023-624-8224へ。

山形県最低賃金が改正

効力発生日 10月１日

７６３円（24円アップ）時　間　額

　県と市の共同で乳がん・子宮頸がんの休日検診
を実施します。受入定員あり。
● 日時／10月21日㈰午後１時～１時30分受付（受

付後に検診開始）
● 検診内容／[乳がん検診］問診・マンモグラフィ、

[子宮頸がん検診］問診・細胞診
● 料金／[乳がん検診］900円～1,700円、[子宮頸

がん検診］1,800円。いずれの検診ともクーポン
対象者は無料。

●申込／山形県成人病検査センター☎84-0851へ。

休日レディース検診
「乳がん・子宮頸がん検診」

　10月は「不法投棄および海岸漂着ごみ削減強化
月間」です。村山総合支庁では「不法投棄110番｣
を設け、廃棄物の不法投棄や不適正処理に関する
情報を受け付けていますので、見かけた場合には
ご連絡ください。その際、投棄者名や車両番号を
控えていただければ、早期解決に
つながります。みんなで不法投棄
を撲滅しましょう。
●問合せ／村山総合支庁保健福祉
　環境部環境課☎023-621-8427へ。

廃棄物の不法投棄は犯罪です
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９
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
「
寒
河
江
ま
つ
り
」
の
一

行
事
で
、
生
命
を
慈
し
み
、
殺
傷
を

戒
め
、
全
て
の
御
霊
を
慰
め
る
た
め

に
、
生
き
た
魚
や
鳥
を
野
に
放
す
寒

河
江
八
幡
宮
の
神
事
「
放
生
会
（
ほ

う
じ
ょ
う
え)

」
が
９
月
14
日
、
チ
ェ

リ
ー
ラ
ン
ド
河
川
敷
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

放
生
会
は
、
江
戸
時
代
ま
で
舟
橋

川
（
沼
川
）
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
時
代
初
期
に
途
絶
え
、
平

成
27
年
に
１
５
０
年
ぶ
り
に
復
活
。

参
加
し
た
寒
河
江
中
部
小
学
校
３
年

生
の
児
童
ら
は
、
生
き
物
へ
の
供
養

と
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
ア
ユ
や
ハ

ト
を
放
ち
、
流
鏑
馬
に
出
場
す
る
馬

３
頭
に
水
を
掛
け
て
お
清
め
を
行
い

ま
し
た
。

すぽっとチャンネル

今
月
の
表
紙

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　

こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
さ
が
え
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

　

〒
991-

8601　

寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　

☎
（
８
６
）２
１
１
１

　県内外からの大勢のお客さんでにぎわった最上川ふるさと総合公園全国大陶器市。全国の窯元や作家さんが集まり、一度にたくさんの作品に出合うことができました。多様な美と個性的な器に伝統陶芸文化の素晴らしさを感じることができました。 （酒井由美子）

市
報

さ
が

え
　

2
0
1
8
．1

0
．5

　
N

o
.1

7
1
1

　今月末まで庄内三十三観音が８年ぶりに御開帳されています。２年後に御開帳される最上三十三観音の霊場は、ここ寒河江にも２カ所あり、16番目札所が長念寺です。寒河江城主歴代の墓碑等があり、寒河江のパワースポットの一つですね。 （佐藤真由美）

　｢ふるさと芸能まつり」は秋晴れの暑

いくらいの日に、みこし公園で開催。

４年に１度奉納される「旭一流内楯獅

子踊」を初めて見ました。地域で大切

に継承している太鼓や舞、吹奏楽など

を見ることができるので、ずっと続い

ていくことを願います。 （北條幸子）

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感

じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、

地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん

の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

市民レポーター さくらんぼ特派員

Twitterでも特派員が
情報配信中

https://twitter.com/
sagae_tokuhain


